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大 会 発 表 要 旨2006.11,18

美術工芸運動 と芸術刺繍

山本麻子/筑波学院大学非常勤講師

1芸 術刺繍

ヴィク トリア朝中期,ウ ィリアム ・モ リス

を中心 とした美術工芸運動の芸術家の活動か

ら,高 い芸術性 と職人的な手仕事を理想とす

る 「芸術刺繍」(ArtNeedlework)が 提案

された。 これは当時流行 していた,実 用性の

ない装飾過多の刺繍,特 に 「ベル リン刺繍」

に対する反撃であった。芸術刺繍は,美 術雑

誌や伝統刺繍を推進する団体などによって推

奨されたが,特 に1872年 の王立刺繍学院設立

の影響は大きかった。

王立刺繍学院での刺繍作品の制作 ・販売お

よび展覧会によって,芸 術刺繍はイギ リス国

内だけでなく,ア メリカにも広まり,熱 狂的

な人気をよんだ。また芸術刺繍は,独 身女性

のための新 しい職業としても推奨され,王 立

刺繍学院は職業訓練校としての役割も担った。

学院の成功から,英 国各地に関連校が設立さ

れるなど,英 国初の大規模な刺繍教育につな

がっていった。

2美 術 工 芸 運 動 と刺 繍

美 術 工 芸 運 動 に と って,刺 繍 は重 要 な 表 現

方 法 の ひ とつ で あ った。 モ リスを は じめ,バ ー

ン=ジ ョー ンズ,ウ ォル ター ・ク レイ ン も,

講 師 陣 と して参 加 し,王 立 刺 繍 学 院 の た め に

芸 術 刺 繍 の 下 絵 を提 供 して い る。 また ク レイ

ンの妹 で あ るル ー シ ー ・ク レ イ ン は,著 書 の

中 で,芸 術 刺 繍 の理 念 と技 法 を,一 般 家 庭 の

読 者 に 向 け て分 か りや す く説 明 して い る。

「応 接 間(ド ロ ー イ ング ・ル ー ム)は,家 の

中 で も っ と も装 飾 的 な 部 屋 で あ る。(略)応
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接 間 の椅 子 の背 もたれ カバ ー は,細 や か な リ

ネ ン地 で レー ス の飾 りが され て い るべ き で あ

る。 これ は さ りげ な い が,デ リケ ー トで 上 品

だ。 さ らに賞 賛 に値 す るた め に は,1色 の 絹

糸,ま た は ク ル ー イル ワー クで,白 地 に青 か

金 の模 様 が刺 繍 さ れ るべ きで あ る。」

『芸 術 と 趣 味 の 形 成 』(LucyCrane,Art

andtheFormationofTaste,1882)

クレインは特に,色 彩,図 案の平面性,全

体の調和の重要性について詳 しく例をあげた。

芸術刺繍の普及は,単 なる新 しい刺繍技法の

伝達に留まらず,室 内装飾を中心とした新 し

い美の概念を中流階級の家庭に対する啓蒙に

つながった。

3モ リスの刺繍

モリスはすでに伝統刺繍の分野で名をあげ

て,第 一人者と見なされていた。モ リス商会

および王立刺繍学院では,芸 術刺繍のキ ット

製品が販売され人気を呼び,商 業的にも成功

していた。モリスは当初,精 力的に刺繍技法

の復元や,刺 繍作品の計画に打ち込んでいた

が,刺 繍の作業はもっぱら妻や女友達などが

請け負っていた。やがてモリスの次女である

メイ ・モリスが23歳 のとき,父 に代わってモ

リス商会の刺繍部門の責任者となった。

メイは父の多大な影響を受けてはいたが,

彼女独 自の刺繍を作 り出し,優 れた刺繍作品

を作 り出した。1888年 の美術工芸展覧会協会

による最初の定例展覧会には,モ リスの妻ジェ

インとメイも作品を発表 し,メ イはその後の

展覧会にも出品している。また,芸 術刺繍に



ついての講演や執筆も数多 く行い,1899年 に

はロンドンの中央美術 ・工芸学校刺繍科の顧

問に招聘 され,美 術工芸運動の,特 に刺繍 ・

テキスタイル分野での指導的人物 として活躍

した。

モリス商会ではモリスの死後も,以 前から

人気だったデザインを引き続き 「モ リスのデ

ザイン」 と呼び,本 のカバー,テ ィ。コジー,

写真立て,ド イリーなどに応用 した作品や,

あらかじめ図案が トレースされたキットとし

て販売していた。これ らは機械的な作業で作

られる簡易式なものが多 く,元 来モ リスが望

んだ刺繍理念からは徐々にかけ離れていった

様に見受 けられる。

4新 しい刺 繍 へ

ま た一 方 で,1890年 代 に入 る と,美 術 工 芸

運動 の芸 術家 か ら,芸 術 刺 繍 に対 し反対 意 見

が 出 され るよ うに な っ た。

ル イ ス ・F・ デ イ は,美 術 工 芸 運 動 の一 員

で あ り,織 物,壁 紙,ス テ ン ドグ ラ スの優 れ

た デ ザ イ ナ ー お よ び批 評 家 と して 知 られ,ま

た 刺 繍 の 歴 史研 究 家 で もあ った 。 デ イ は,著

書 の 中で,芸 術刺 繍 の流 行 に よ って,一 般 愛

好 者 た ちが難 しす ぎ る刺 繍 に精 を 出 して い る

現 状 や,バ ー ン=ジ ョー ンズや ク レイ ンが 描

いた装飾 過 多 の刺 繍 に対 して厳 しい批判 を行 っ

た。

「芸 術 刺 繍!こ れ は現 在 の指 し手 の忍 耐 を

無 く し,さ らに実 力以 上 の大 志 を抱 か せ て し

ま う。昔 の仕事,寡 黙 で 目立 たな い刺繍 ス テ ッ

チ の,何 が 間 違 い な の だ ろ うか。」

『刺 繍 の 芸 術 』(LewisF.Day,Artin

Needlework,1900.)

J・D・ セディングは,芸 術刺繍特有の教

会刺繍の模様や芸術的過ぎる図案を痛烈に批

判 した。 また グ ラス ゴー美 術 学 校 で は,芸 術

刺 繍 の影 響 を 受 けつ つ も,芸 術 刺 繍 と は全 く

異 な る独 自の グ ラ ス ゴー ス タ イル を作 り出 し,

後 の ア ール ・ヌー ヴ ォー へ と受 け継 が れ て い

くこ とに な った 。

5ま と め

ヴィク トリア朝中期からはじまったモリス

と美術工芸運動の活動家による芸術刺繍の啓

蒙運動は,刺 繍を芸術の域にまで引き上げ,

一般家庭に 「正 しい」装飾理論を広めること

に成功 した。

美術工芸運動や王立刺繍学院などの革新的

な団体 と,一 流の芸術家 の参加によって,

1870年代,芸 術刺繍は急速に高い水準に到達

した。美術工芸展覧会は,当 時まだ少なかっ

た女性作家が参加できる場でもあり,メ イ ・

モリスをはじめとする,多 くの女性芸術家が

作品を発表 した。また,男 性芸術家がデザイ

ンした図案を,そ の妻が刺繍することが多かっ

たことから,芸 術刺繍に携わる女性作家が多

く現れた。芸術刺繍の活動によって女性芸術

家の活動が促され,そ の後,女 性の手工芸教

育に携わる者が多 く輩出された。

1890年代には,美 術工芸運動の芸術家自ら

が芸術刺繍に対 し批判および意見することで,

表現としての刺繍の可能性を広げ,グ ラスゴー

派,ア ール ・ヌーヴォーなど,そ の後のさら

なる刺繍様式の模索へとつながっていった。
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